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ス代表取締役社長の話

　１００年を超える経営の灯

を絶やせないという強い思

いから第二創業の道を選

び、総合不動産業に進出し

た。再出発のきっかけとな

ったのが現在の事業の柱である物流不動産

だ。「アライ」というブランドを掲げて自前で

開発から運営までできること、�区内の広大

な土地を分割せずに一体開発できること、こ

の二つの理念と、好立地の工場跡地を最も生

かせる用途は何かを考えた際に、大型物流施

設の開発運営という最適解にたどり着いた。

　昨年�月に社長に就任した際には、これは

稲盛和夫さんの言葉だが、「全社員の物心両

面の幸福を追求して実現する」と宣言した。

社員には人生の時間の多くを会社で過ごして

もらうのだから、会社で過ごす時間は有意義

なものでなければならない。広告宣伝やブラ

ンディングにしても、他社にない独自性を追

求しながら、社員が面白い仕事をできる会社、

それをしっかり評価できる会社にしたいと伝

えた。今後は、物流不動産以外の、マンション

やオフィスビル開発運用、土地賃貸運用、不

動産売買、ホテル、データセンターなど、様々

な領域に取り組んでいきたい。�区内での小

型物流施設の建設なども手掛けたい。今年、

名古屋で３棟ビルを購入した。エリアも関東

に限らず、全国に幅広く展開していく。

　当社が業態転換、新事業立ち上げの成功例

だとしたら、成功した要因は、自分で徹底的

に考え抜いたことだと思う。人の意見を聞く

のはいいが、人に頼ってはいけない。強い意

志を持って、最終的には自分で考えて決断す

ることが重要だ。

　信太コンサルタントには、私みたいな生意

気な人間に付き合い、また、ややこしいコン

サルティングテーマに耐えていただいて感謝

しかない。様々な知識や知見を提供してくれ

るのはもちろん有難いが、それ以上に、経営

者の聞き手として、コーチングや傾聴を行い、

私の考えていることを整理してくれることが

すばらしい。私が事業の構想などを思いつく

ままに話しても、考えていることをしっかり

と経営のフレームワークに落とし込んでくれ

るので、自分の思考の整理ができて、大変助

かっている。　
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信

太

哲

・

日

本

生
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性
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席

経
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コ

ン
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タ
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ト

の

話

　

ア

ラ

イ

プ

ロ

バ

ン

ス

は

、

時

代

の

変

化

を

先

読

み

し

て

行

動

す

る

老

舗

企

業

の

強

み

、

素

早

い

意

思

決

定

が

で

き

る

オ

ー

ナ

ー

企

業

の

強

み

を

持

っ

て

い

る

。

　

ま

た

、

経

営

者

が

目

指

す

姿

を

高

く

設

定

し

、

経

営

理

念

や

中

期

経

営

計

画

で

社

内

外

に

明

文

化

・

共

有

化

し

、

着

実

に

行

動

・

実

現

し

て

い

る

。

自

社

で

足

り

な

い

分

野

は

、

上

手

に

各

種

専

門

家

を

活

用

し

て

い

る

。

　

チ

ャ

レ

ン

ジ

、

事

業

の

成

長

を

志

向

し

て

い

る

が

、

一

方

で

リ

ス

ク

を

想

定

し

、

許

容

範

囲

設

定

・

対

策

を

と

る

な

ど

、

守

り

の

経

営

も

行

っ

て

い

る

。

　

各

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

が

進

み

、

一

緒

に

働

く

人

材

が

増

え

て

き

た

現

在

、

組

織

強

化

が

次

の

大

き

な

テ

ー

マ

で

あ

る

。

経

営

理

念

や

中

期

経

営

計

画

を

共

有

し

、

共

に

活

動

し

て

い

き

た

い

。

　

１

９

０

３

（

明

治

�

）

年

に

創

業

し

た

新

井

鉄

工

所

は

、

主

に

石

油

・

天

然

ガ

ス

の

掘

削

機

器

の

製

造

・

輸

出

な

ど

の

金

属

加

工

業

を

続

け

て

き

た

が

、

事

業

の

斜

陽

化

に

伴

い

、

２

０

１

６

年

に

製

造

事

業

か

ら

撤

退

し

た

。

　

同

社

は

、

そ

の

後

、

東

京

の

城

東

地

区

に

所

有

し

て

い

た

広

大

な

土

地

を

生

か

し

た

総

合

不

動

産

業

へ

と

大

き

く

舵

を

切

っ

た

。

２

０

２

０

年

７

月

に

は

社

名

を

現

社

名

の

ア

ラ

イ

プ

ロ

バ

ン

ス

（

本

社

＝

東

京

都

墨

田

区

）

に

変

更

し

た

。

「

プ

ロ

バ

ン

ス

」

は

、

資

産

を

表

す

プ

ロ

パ

テ

ィ

ー

と

前

進

を

表

す

ア

ド

バ

ン

ス

か

ら

名

付

け

て

い

る

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

、

製

造

業

時

代

か

ら

業

種

転

換

、

新

事

業

立

ち

上

げ

に

関

わ

り

、

定

例

的

に

経

営

課

題

を

設

定

・

共

有

し

、

課

題

ご

と

に

各

専

門

家

の

力

を

借

り

な

が

ら

、

会

社

と

共

に

課

題

解

決

を

行

っ

て

い

る

。

　

ま

た

、

不

動

産

総

合

事

業

の

立

ち

上

げ

後

は

、

役

員

・

社

員

の

人

材

育

成

の

た

め

に

、

公

開

講

座

の

受

講

を

通

じ

て

、

他

社

と

切

磋

琢

磨

す

る

場

も

提

供

し

て

い

る

。

　

総

合

不

動

産

業

と

な

っ

た

同

社

の

事

業

の

柱

は

物

流

施

設

建

設

だ

。

２

０

２

１

年

�

月

に

は

、

敷

地

面

積

１

万

４

８

０

０

平

方

㍍

の

浦

安

工

場

跡

地

を

生

か

し

、

「

ア

ラ

イ

プ

ロ

バ

ン

ス

浦

安

」

を

建

設

し

た

。

首

都

圏

全

域

へ

の

ス

ピ

ー

デ

ィ

ー

な

配

送

を

可

能

と

す

る

浦

安

市

と

い

う

立

地

を

生

か

し

、

地

上

４

階

建

て

の

大

型

物

流

倉

庫

を

開

発

し

た

。

「

ア

ラ

イ

プ

ロ

バ

ン

ス

浦

安

」

は

２

０

２

２

年

度

の

グ

ッ

ド

デ

ザ

イ

ン

賞

を

受

賞

し

た

。

　

さ

ら

に

、

今

年

８

月

に

は

、

江

戸

川

工

場

跡

地

（

江

戸

川

区

東

�

西

）

に

、

敷

地

面

積

３

万

５

０

３

９

平

方

㍍

、

延

床

面

積

８

万

７

１

２

２

平

方

㍍

と

、

物

流

施

設

と

し

て

は

都

内

最

大

級

の

「

ア

ラ

イ

プ

ロ

バ

ン

ス

�

西

」

（

地

上

５

階

建

て

）

を

完

成

さ

せ

た

。

　

旧

江

戸

川

を

見

渡

す

屋

上

テ

ラ

ス

や

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

、

開

放

的

な

カ

フ

ェ

テ

リ

ア

な

ど

、

施

設

の

利

用

者

が

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

で

き

る

多

彩

な

共

用

空

間

を

設

け

て

い

る

。

旧

江

戸

川

の

親

水

を

生

か

し

、

地

域

に

開

か

れ

た

ア

ー

ト

庭

園

や

緑

道

を

設

け

、

働

く

人

の

憩

い

の

場

を

創

出

し

て

い

る

。

駐

車

場

も

多

く

備

え

、

立

地

の

良

さ

を

雇

用

確

保

に

も

つ

な

げ

て

い

る

。

　

ま

た

、

「

Ｈ

Ｙ

Ｐ

Ｅ

Ｒ

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｃ

Ｅ

／

Ｌ

Ｏ

Ｇ

Ｉ

Ｓ

Ｔ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

」

を

コ

ン

セ

プ

ト

に

「

小

区

画

分

割

」

や

「

多

用

途

」

に

対

応

し

て

い

る

こ

と

も

特

徴

だ

。

物

流

用

途

と

し

て

だ

け

で

な

く

シ

ョ

ー

ル

ー

ム

や

ス

タ

ジ

オ

、

作

業

場

な

ど

の

幅

広

い

ニ

ー

ズ

に

も

応

え

て

い

く

。

　

現

在

で

は

、

物

流

施

設

建

設

の

他

、

マ

ン

シ

ョ

ン

開

発

運

用

、

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

開

発

運

用

、

不

動

産

売

買

な

ど

の

事

業

を

行

っ

て

い

る

。

　

マ

ン

シ

ョ

ン

開

発

運

用

（

ク

オ

ー

レ

プ

ロ

バ

ン

ス

シ

リ

ー

ズ

）

で

は

、

独

自

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

通

じ

て

価

値

あ

る

不

動

産

物

件

情

報

か

ら

土

地

を

取

得

し

、

賃

貸

マ

ン

シ

ョ

ン

・

分

譲

マ

ン

シ

ョ

ン

を

開

発

し

て

い

る

。

　

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

開

発

運

用

（

ビ

ザ

プ

ロ

バ

ン

ス

シ

リ

ー

ズ

）

で

は

、

エ

リ

ア

・

立

地

を

厳

選

し

、

安

定

し

た

収

益

の

見

込

め

る

オ

フ

ィ

ス

や

商

業

ビ

ル

を

開

発

し

て

い

る

。

　

不

動

産

売

買

で

は

、

既

存

建

物

（

オ

フ

ィ

ス

ビ

ル

・

賃

貸

マ

ン

シ

ョ

ン

・

店

舗

等

）

を

取

得

し

、

デ

ザ

イ

ン

性

、

機

能

性

、

収

益

性

を

高

め

る

こ

と

で

付

加

価

値

を

創

出

し

、

物

件

を

再

生

し

た

上

で

、

投

資

家

や

事

業

法

人

に

提

供

し

て

い

る

。

　

現

在

は

、

２

０

２

５

年

度

か

ら

の

中

期

経

営

計

画

策

定

作

業

を

行

っ

て

お

り

、

変

化

す

る

市

場

環

境

の

中

で

、

「

ア

ラ

イ

ズ

ム

」

（

当

事

者

意

識

・

目

的

意

識

・

問

題

意

識

、

ス

ピ

ー

ド

感

、

誠

心

誠

意

・

本

音

）

を

重

視

す

る

経

営

理

念

を

実

現

す

る

経

営

計

画

に

つ

い

て

議

論

し

て

い

る

。

　

同

社

は

、

城

東

エ

リ

ア

を

中

心

と

し

て

、

国

内

屈

指

の

総

合

不

動

産

カ

ン

パ

ニ

ー

を

目

指

し

て

い

る

。

今

後

も

、

「

ア

ラ

イ

」

と

い

う

自

社

ブ

ラ

ン

ド

に

こ

だ

わ

り

、

地

域

に

根

付

き

な

が

ら

独

自

性

を

追

求

し

、

事

業

を

幅

広

く

展

開

し

て

い

き

た

い

と

し

て

い

る

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。

　

　

　

　

　


